Studies on reverse mutation at the ligule-less (li) locus in barley by Konishi, T.
距 紺F兜 58:1-ll(1979)
大麦 の無葉耳遺伝子 (li)座におけ る
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第 1表 供 lIp式撫 柴 耳 系 統 の来 歴一 光
如 来 耳 系 統 の来 歴
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復帰突然変異の人為的誘発処理:変蝿誘発源として. ry線 と EMS (ethylmethane-
Sulfonate)を用いた.ry緑照射舶 弦一棟械丁 (水分含芯13%)に, また,EMS処理は予
膿 等 研 究
め/'Li耐水に3時間疫弘してふいた掛l-をEMS水浴舷に T}郎するノ)~法で子jな .,た.,/eLP暮L
級,種子を 燕瀞水で3回ず つよく洗い. さらに4時的流水で洗催した.すへてのjl'Lil作は
20oCの条件下で行なった.
葉の着生角‥復揃変鼎体のJl-1紬 を掛 もよく現わし,しかも測定の容易な形矧 ま東の1ulき
を示すB-L生杓である.第 3糞が完全に展槻した助h'i物を抜きとり,個体別に第 2糞およ
び第 3葉の着′I=_角を.つぎの要'dlで州足した. まず,bfJ度 しようとする糞の長さが ほぼ
6cm になるように兼の先端をy)り捨て,葉身の､暮i･分をrMJ.ニ杓って除いた. ついで,･l･
肋と頻伸V-)払 !三を､l'･律5cm の分度N,･〝川 ･心に(Tせ,小肋auJの英和を180りの線に拾 ,て
旧さ,中肋の外側の分度淋叫 ]千･nVとlTjt'/(㌻る点o)lEl促を丘,'路 と-,た.得られた雄)2鹿.r∫ょ
び第3楽の着生角を平JLJして, <儀 の式']･丑.lT了 とした.
そo)他については,4(T突険の結果のところで,改めて詳述す/J.
実 験 括 果
1.無筆耳系統における自然復帰突然変異






系 統 名 HLrは胴仏教 壬tJL'rl変兇個体ilI
撫 糞 耳 37,683



























雛3表によ′山王,無 処plrx=におけ引′L然t'射Lは黒体 叫 Ll.鋭'.J:Jl｢/,ti.0×107です)るCJ)に
比べて,EMS処Fliの各区では復九t‡変興体のLtifR'[7.1ij･L'lLが 高まり, とくに 3011M処矧 J:こて
は 20.7×10~.lに通した. しかも,第 3蓑の板晶変異個体数の項で示したように,多 くの
叩31I赤伸)Jli-1にJh.り,:'HMS処JHLとry似!l(伯仲こ.ヒ/ufk山王姓Jや誘発執り⊥
処 1-" 糾 榊順 - … 変異個 lt'数 雛紺碧 掴 捜 桝
'li'数 枚敬 ･ll二｣ エ10-り ｣ _竺英 一･)









































復帰変異休は処理当代 (Ml) の各穂から派生した系統内に ただ1個体の復帰変災体か呪
九れる, いわゆる t単数型"の変児であるのに対し,EMS処理の各区てほ Ml触別系
統内に複数の復帰変災体がみられる "複数型"の変災が 出現した.すなわ ち,EMSの
10mM区では 1系統で30個休の うち25個体 (25/30)が復帰変異体で あり,20mM 区
では3系統にそれぞれ2/30,10/13および5/11の割合で復帰変A･l樟 ミ現われた.さらに,











窮4必 二ノJけ 如く,処理材料を竹林 1ト1に変えても,赤神力 1ト1と類似の結果を得た.




:Xiり i 竹林 】ト1にわけるEMS地代!.とγ線肘l】小二J:る役if後見誘発劫火
- -r-- ‥_:∴ ,._i--ニ ー ト Il. 1三IT:-: 二
加 地 jll. 35,405 27 0 27 7.6 0.0
r:MSIOmM 33.704 26 2+5+ 33 98 20L4
20mM 18,051 14 0 L4 78 85L.4
3011M 3.153 3 L9+11 33 】047 1.4570
ry I.1310kR 34,!367 21 0 2t 61 37.2
20kR 31,621 23 0 23 7.3 118.5
30kR 24.018 1g 0 T9 79 175.0
+Ml稚別系統あたり了ii.†後見胴体数





































え,EMS淡度を 10,15および 20mM Rの 3段階 とした.
第 5喪によれば.向腸 liでは EMS処理によっても復ILhi変児休は全 く現われなか一)た.
そして,前述の2実験の結果では,集録崩要異体の出現割合が高け九は復帰変異体の仰視
LE･u汁も向 ヒしている,ところが,この向陽 liを用いた EMS処理の 20mM Ix_て非線素変
輿体の出現割合が 1,029×10-4に遁 しているにも拘らず,復揃変異体は全 くみられなかっ
た.従って,向幌 liに対するEMS処理は復帰変異の誘発に有効でなかったといえよう.
3.復帰変異 した .1正常"有葉耳型の遺伝行動











系 統 数 Llll系統郡内個体数 x2
LiLi* Llli* .-r Li糊 11榊 汁 (3:1)
撫 処 理 0 52 52 1.125 384 1.509 0.161
EMSIOmM 6 59 6 5 1.326 431 1,757 0_207
20rnM 2 20 22 397 128 525 0.107
30mM 3 5 8 93 23 116 1.655
γ 線 10kR O 37 37 1.176 403 1,579 0.230
20kR o 65 65 1.413 516 1,929 3.140
30kR o 40 40 837 307 1.144 2.056
*LiLi:正常型固定系統 Lili:無非耳型分離系統
～ Li:正常型個体 li:無賂jF型個体











? ?? ? ?…? ? ?? ?
復揃変異体-ax赤神ノJ 15 0 15
〝 ×赤神ノ｣ll-1 15 0 15
復れ懐きカ草体-bx赤神力 15 0





































lu 阻 区 低 軌 区
系 統 名
平 均 値 変 異 幅 平 均 値 変 災-帖
無処理岬 10 199土053 18.5-23,0 31.3土0.35 29.i-32.4
7-線 群 10 20.2±024 19,i-22.0 30.6土053 27,6-32.4
EMS 群 10 20.4土056 177-23.3 330士0.62 28.9-36.6
赤 神 刀 3 19.9土0.55 19,3-21,0 301土1.00 286-32.0













37･9×10~4 (5/1,320)と梅めて高いのに対して,別の系統では 長附 胴体が 全く現′トれな
かった. その後,QulnbyandKarper(1954)は梓良を短 くする, い′Iフゆる矧 生に関与






然役付変異体の出現割命が他の高等植物でみられた伯に比雌して 極めて 高 いということ





















伝子 (li)座における劣性の粒対立避伝了･Hrflの違いに よると考えられる. このことは,
Timofeef-Rossovsky(1932)が Drosophilaで肺摘したように,同位対立辿伝了 (iso-
alele)の差異とも考えられ 赤神力1ト1と赤神力 1ト2あるいは竹林 1ト1と竹林 1ト2の
もつ迫伝了は互いに Ii泊伝1-座内の微細構造を脚 こしていると抑iHlほれ 日卜,その検
定を尖施している.
Auerbach(1976)によれば,復帰変異についてiliIの視帖変乱 つまり野生型の原品柾
と同じ DNA塩基配列に復帰することは柿九であり, 同じシス トロン内での DNA塩基




























(1965)は トウモpコシの モチ仕出伝J'.(WX)のウルチ惟 (Wx)への 自然復帰変異につ
いて,2つの相同染色体のうち1本がwx泊伝了座 を含む 染色体部分を欠く hypoploid
(W-1･/o)とTF常モチ系統 (wx/wx)とを比較した.その結果,役hrt変異準について両者の
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